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内容：13:10～ 第一部 基調講演 
「初年次教育の進展：DP、CP、AP 明確化の流れのなかで」 
    山田礼子（同志社大学社会学部教授、初年次教育学会会長、大学教育学会常任理事） 
14:30～17:20 第二部 
   報告１「地域を舞台にした初年次教育への試み」垣花渉（石川県立看護大学准教授） 
   報告２「１年前期必須科目『大学・社会生活論』の運営と課題」古畑徹（金沢大学教授） 
   報告３「初年次ゼミから始まるキャリア教育」中本義徳（金沢星陵大学教授） 































０６年以降、仮採用の新任教員に、高等教育資格課程(Postgraduate Certificate in Higher Education, 
PGCHE)の取得を正規採用条件としており、SEDA(Staff and Educational Development Association)
が認定した大学院生向けのプログラムが１７大学で実施されている。オーストラリアでも、２６大学
の大学院において大学教員資格認定プログラムが実施されている。 
 シンポジウムでは、東北大学が本年度より PFFP の開発・実施に着手することが報告された。学内で
のコースワークを経て、国内の大学での教育実習プログラムと海外大学での大学教員養成プログラム
への派遣を行う予定とのことであった。 
 当センターでは、引き続き国内外の PFFP についての情報収集を行う予定である。 
（文責 大学教育研究開発部門 西山宣昭） 
